






























Measures for old age in the lower layers of the city during 
Bakumatsu Meiji Restoration period


































































































年齢（歳） 3a 3ba 3bb 4 5 同居 計
51～ 55 3 10 1 1 15
56～ 60 3 1 4 8
61～ 65 1 1 2
66～ 70 1 1 2 4
71～ 75 1
76～ 0
合計 7 2 16 0 4 1 30
文久元（1861）年度　　　　　　　　　　（56世帯）
年齢（歳） 3a 3ba 3bb 4 5 同居 計
51～ 55 2 1 8 1 1 13
56～ 60 1 3 2 2 8
61～ 65 1 4 1 6
66～ 70 1 1 2
71～ 75 1 2 3
76～ 0
合計 5 1 18 2 3 3 32
文久2（1862）年度　　　　　　　　　　　（47世帯）
年齢（歳） 3a 3ba 3bb 4 5 同居 計
51～ 55 1 3 1 5
56～ 60 2 1 4 2 10
61～ 65 4 1 1 6
66～ 70 1 1
71～ 75 1 1 1 3
76～ 1 1
合計 5 2 12 2 1 3 26
文久3（1863）年度　　　　　　　　　　　（44世帯）
年齢（歳） 3a 3ba 3bb 4 5 同居 計
51～ 55 1 1 4 6
56～ 60 2 1 4 2 9
61～ 65 2 3 5
66～ 70 1 1
71～ 75 0
76～ 2 1 3
合計 5 2 11 1 3 2 24
元治2（1865）年度　　　　　　　　　　　（42世帯）
年齢（歳） 3a 3ba 3bb 4 5 同居 計
51～ 55 2 1 7 10
56～ 60 1 5 2 1 9
61～ 65 1 1 2 1 5
66～ 70 1 1 2
71～ 75 0
76～ 0
合計 4 3 12 0 4 3 26
慶応3（1867）年度　　　　　　　　　　（41世帯）
年齢（歳） 3a 3ba 3bb 4 5 同居 計
51～ 55 2 5 1 8
56～ 60 1 3 1 3 8
61～ 65 1 4 1 6
66～ 70 1 1 2
71～ 75 0
76～ 0
合計 4 0 13 2 3 2 24
明治2（1869）年度　　　　　　　　　　　（44世帯）
年齢（歳） 3a 3ba 3bb 4 5 同居 計
51～ 55 3 7 1 11
56～ 60 3 1 4
61～ 65 1 3 1 5
66～ 70 1 1
71～ 75 1 1
76～ 0
合計 4 1 13 1 2 1 22
明治3（1879）年度　　　　　　　　　　　（35世帯）
年齢（歳） 3a 3ba 3bb 4 5 同居 計
51～ 55 2 4 6
56～ 60 3 1 4
61～ 65 2 2
66～ 70 1 1
71～ 75 1 1
76～ 0















































































































































































































































































































































































































































清吉 70 武蔵国荏原郡 32
はつ 55 相模国高座郡 36、22
清助 61 越後国魚沼郡
ひて 45 江戸 19
伊勢松 54 相模国大住村 13
はな 38 江戸 10
平次郎 63 武蔵国橘樹郡 19
りん 49 武蔵国新座郡 27､16､9
定助 58 江戸 28
りき 44 江戸 22､7
長助 53 下総国香取郡 11
しか 35 豊島郡雑司ヶ谷村
五郎兵衛 51 江戸 7、2
るい 37 豊島郡内藤新宿 4
孫兵衛 63 阿波国名西郡 24
こう 51 江戸 30
幸次郎 46 江戸 32
いね 60 江戸 20
市郎兵衛 58 多摩郡八王子宿 21、7
きく 36 相模国大住村 4
重五郎 60 江戸 20、14
きよ 50 江戸
吉兵衛 70 江戸
たつ 49 江戸 36、11
金次郎 54 東京四谷御箪笥町
つる 32 東京坂本町 26
林蔵 61 多摩郡熊川村
まさ 41 相模国高座郡 14
梅之進 66 武蔵国幡羅郡 23
そよ 50 東京牛込
吉兵衛 72 常陸国鹿島郡














いそ 45 武蔵国高麗郡 10
専蔵 60 上総国長柄郡 23
かね 49 上総国長柄郡 17
平吉 50 上総国山辺郡
まさ 36 上総国山辺郡
Ⅰ 23 安4 1060 日雇稼
文久3：帰郷
元治2:再転入後、転出
Ⅰ 26 文1 1235 紙渡世
文久1:6月転出
元治2:再転入、明治2までに転出
Ⅰ 24 文1 1226 日雇稼
文久1:文久1までに転入
元治2:娘の記録、抹消。閏5月、転出




Ⅰ 27 文1 1312 大工職
文久1：同年中に転出




Ⅰ 29 元2 1374 日雇稼
慶応2：2月、妻しか、離婚。息子引き連れ、再婚
長助、行方不明




Ⅰ 31 慶3 1465 紙渡世
慶応4：4月、横浜元町知人方へ同居




Ⅰ 33 慶3 1444 記録なし
慶応3:息子21歳、奉公住。市兵衛58歳きく36歳と子ども2人(7歳･4歳）世帯
明治2までに転出
Ⅰ 36 明2 1481 左官職
明治2：明治2までに転入
8月、転出
Ⅰ 35 慶3 1463 棒手振
慶応4：3月転入。明治2までに転出
Ⅰ 38 明2 1527 時物売
明治2:明治2までに転入
Ⅰ 37 明2 1519 小切渡世
明治2:明治2までに転入





Ⅰ 39 明2 1539 日雇稼
明治2:明治2までに転入。離縁引渡の娘と孫が同居
Ⅱ 42 元2 1390 鋳物師
元治2:元治2までに転入。慶応3までに転出







Ⅱ 44 明2 1484 小切渡世
明治2:明治2までに転入















Ⅲ 46 文1 1234 日雇稼
一家3人、武蔵国高麗郡より江戸転入
文久1:文久1までに町内転入。8月、転出
Ⅱ 45 明2 1524 古本渡世
【表4 歳以上の夫婦
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外してもよかろう。
Ⅰは、子連れ再婚グループである。子どもの年齢、異動記録から結婚時の状況がわかる世帯
がある。例えば、No.33［1444･市郎兵衛］では、市郎兵衛58歳と息子21歳方に、きく36歳
が子ども２人（７歳･４歳）を連れて嫁いでいる。結婚直後、息子は奉公に出、市郎兵衛夫婦
と子ども２人の世帯、つまり58歳の市郎兵衛が妻と子ども２人を扶養することになる。また、
No.36［1481･金次郎］では、金次郎54歳と息子26歳の世帯に、つる32歳が嫁いでいる。
Ⅰグループの世帯構成からは、子連れの寡婦や壮年単身女性が、相手が年上であることを承
知のうえで、結婚したことがわかる。ここでいう承知とは、子供の養育、世帯の世話、そし
て、さほど遠くない将来に訪れるであろう夫の看取りを任うことである。さらに、注目すべき
は夫の職業で、多くはその日稼ぎの雑業で、頻繁な移動を特徴とする。新しい世帯を構え、今
後に備える余裕は期待できないだろう。再び寡婦になったとき、路頭に迷いかねないのであ
る。このように将来の展望は期待薄としても、今を生きるために結婚したのだと思われる。こ
うした事情からだろうか、No.29［1374･長助］の妻しか、No.34［1451･重五郎］の妻きよの
ように、結婚直後に離婚した事例もある。
一方、男性にとっても、結婚はそれほど容易いものではなかろう。結婚は妻や子どもの扶養
を引き受けることであり、その日稼ぎの高齢者にとって経済的負担は大きい。それでも敢えて
結婚したのは、高齢期の鰥夫にとって身の回りの世話や介護と看取りの担い手が必要だったの
であろう。年の差婚は、男女それぞれにとって相互扶助的役割を果たしていたといえる。
Ⅱは、独り者同士の結婚グループである。このグループ７世帯のなかには、夫婦の年齢が比
較的若い世帯が３組いる。No.42、No.45、No.46である。No.42［1390･清次郎］は鋳物師･清
次郎56歳いね42歳、No.44［1484･利助］は小切渡世･利助52歳ふさ36歳、No.45［1524･正
作］は古本渡世･正作54歳妻こと38歳の３世帯である。取り分け、利助世帯と正作世帯は、
50歳代前半の夫と30歳代の妻、古本渡世という正業に就いている。晩婚とはいえ、世帯を構
える目的での結婚と思われる。
残る４世帯は、高齢期後半の夫と20歳以上年下の妻との夫婦である。このケースでは、夫
側の結婚の目的は、介護と看取りであろう。事実、No.40［1528･豊吉］では豊吉74歳の死亡、
No.41［1332･岩五郎］では77歳の岩五郎の死亡を確認できる。男性にとって結婚は、介護を
目的とした養子取りに近いものだったのではなかろうか。残された妻は、町内で生活を続けて
おり、結婚は次の人生への足掛かりのようにすら思われる。この結婚にも、グループⅠと同様
に、介護と看取りを必要とする男性と、生活の場を必要とする女性との相互扶助的性格と認め
ることができる。
以上、年の差結婚の事例を検証した。寡婦や壮年期の単身女性にとって、高齢男性との結婚
は、今を生きる手段の確保であり、救済策という意味を持つ。それは、高齢期の男性とっても
同様で、女手を必要とする者の救済策でもある。問題は、女性にとって結婚が、介護や看取り
を覚悟の上でしなければならない生きる術となっている点である。寡婦や壮年期の単身女性に
早川　雅子112
おける結婚の意義は、自分の将来を開拓する道ではなく、自身の性に依存する女手を使った生
活手段であったといえる。
結論
幕末維新期の都市下層における高齢期対策を、孝行と結婚という二つの観点から考察した。
都市下層にとって、親の介護と看取りという孝行は、看取り人の将来と引き替えにするほどの
相当な負担であった。
もちろん都市下層のなかには、自らの世帯を築き、自らの力で高齢期対策を講ずる世帯も存
在した。しかし、高齢期対策の実践には、強靱な意志や上昇志向が必要であり、誰にでもかな
うものではない。おそらく、多くの人にとって、何もしない･何もできないままに高齢期が過
ぎていったのではないだろうか。
人別帳は、人口調査の記録である。そこに記された家族形態の移行や家族構成員の動向から
読み取ることができるのは、高齢期対策やその実践に向けた構成員の動きである。つまり、市
井の住民の動きを知ることはできるが、その動きに込められた思いを知ることまではできな
い。都市下層において高齢期はどのように意識されていたのだろうか、看取りのモチベーショ
ンはどこにあったのだろうか。資料の限界を認識しつつ、高齢期研究を進めていきたい。
【注】
１）扶養における自己完結の原理に関しては、拙稿「十八世紀後半の孝道徳─「孝子伝」における孝
行者─ 」（『目白大学人文学研究』第７号、2011）に詳述した。人別帳データベースの分析結果によ
る。詳細は、以下の拙稿を参照されたい。「幕末・維新期における江戸町方住民の実態─「四谷塩町
一丁目人別帳」を史料にして─」（『目白大学総合科学研究』第５号、2009）、「幕末維新期の江戸に
おける家族世帯の構造─「麹町十二丁目人別帳」を史料にして─」（『目白大学総合科学研究』第12
号、2015）、同「幕末維新期における四谷伝馬町新一丁目」（『目白大学人文学研究』第13号、
2016）
２）詳細は、以下の拙稿を参照されたい。「幕末・維新期における江戸町方住民の実態─「四谷塩町一
丁目人別帳」を史料にして─」（『目白大学総合科学研究』第5号、2009）、「幕末維新期の江戸にお
ける家族世帯の構造─「麹町十二丁目人別帳」を史料にして─」（『目白大学総合科学研究』第12号、
2015）、同「幕末維新期における四谷伝馬町新一丁目」（『目白大学人文学研究』第13号、2016）
３）早川2018a：「江戸町方社会における高齢者の行方─四谷塩町一丁目人別帳データベース分析─」
（『目白大学人文学研究』第13号、2018）、早川2018b：「幕末維新期の江戸町方住民における孝行と
自己意識」（『民衆史研究』第98号、2018）
４）早川2018b、拙稿「十八世紀前中期の都市家族における主体形成」（『目白大学人文学研究』第9
号、2013）による。
５）新村拓『老いと看取りの社会史』法政大学出版局、1991、p.11 
６）菅原憲二「老人と子ども」（『岩波書店日本通史第13巻』岩波書店、1994。浜野潔『近世京都の歴
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史人口学研究─都市町人の社会構造を読む─』慶応大学出版会、2007など。
７）E. A.ハメル─P.ラスレットが考案した家族分類法で、夫婦世帯を基本ユニットとし、５つの家族
類型とその下位分類を設定する。E. A.ハメル─P.ラスレット「世帯構造とは何か」（速見融編『歴
史人口学と家族史』、藤原書店、2003）所収
８）類型４の典型は、一人親と子供夫婦との同居であるが、高齢夫婦とその一人親との同居はきわめ
て稀である。
９）一人親と未婚の子どもたちの世帯は、父親と子供たち（3c）、母親と子供たち（3d）に分類され
る。世帯主には、3cは父親（3cb）、3dは子ども（3da）が就くことが一般的である。
10）早川2018a 
11）早川2018b 
12）看取り人の子どもが、夫婦どちらかの実子の場合である。ただし、看取りを目的で養子をとる場
合も、31歳以上のケースが多い。
13）安政４年４月在住世帯182世帯のうち、明治４年３月まで継続居住した世帯は43世帯（含、分家
３世帯）、およそ８割の世帯が移動したことになる。拙稿「教訓科往来物の読者像─「四谷塩町一丁
目人別帳」を史料にして─」（『目白大学文学･言語学研究第３号』2007）を参照されたい。
14）「原徳兵衛取扱文書控綴」（江戸東京博物館都市歴史研究室編『江戸東京博物館史料集6・四谷塩
町一丁目書役徳兵衛日録』東京都江戸東京博物館、2003年）、p.151。
15）柳谷慶子『江戸時代の老いと看取り』山川出版社、2001、妻鹿敦子『近世の家族と女性─善事褒
賞の研究─』誠文堂出版、2008など。
16）厚生労働省『人口動態統計年報』https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/suii09/
index.html（2020年10月10日閲覧）
17）「原徳兵衛取扱文書控綴」（江戸東京博物館都市歴史研究室編『江戸東京博物館史料集６・四谷塩
町一丁目書役徳兵衛日録』東京都江戸東京博物館、2003年）、p.151。 
（令和２年10月12日受理）
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4
歳
、
転
入
。
名
前
人
権
兵
衛
後
家
す
ゝ
と
娘
2
人
1
9
歳
1
4
歳
9
月
、
新
吉
原
中
之
町
徳
兵
衛
差
配
地
面
内
に
家
作
買
求
め
引
越
駕
籠
屋
安
政
4
：
名
前
人
平
助
夫
婦
と
未
婚
の
忰
2
7
歳
の
3
人
世
帯
。
佐
兵
衛
夫
婦
（
続
柄
不
明
）
同
居
安
政
4
年
4
月
中
ｶ
、
名
前
人
平
助
と
同
居
人
佐
兵
衛
妻
と
よ
、
死
亡
4
月
中
、
平
助
妻
は
る
井
伊
下
屋
敷
平
三
郎
方
へ
引
渡
。
閏
5
月
7
日
、
忰
麻
布
今
井
町
惣
吉
方
へ
同
居
○
安
4
安
4
大
工
職
安
政
4
：
鎌
吉
4
3
歳
･
は
る
4
7
歳
と
忰
2
人
源
次
郎
1
7
歳
･
勝
五
郎
1
1
歳
…
分
析
対
象
該
当
せ
ず
文
久
1
：
鎌
吉
4
7
歳
・
は
る
5
0
歳
＋
忰
2
人
2
1
歳
・
1
4
歳
。
前
年
1
8
6
0
年
3
月
よ
り
、
忰
勝
五
郎
1
3
歳
で
駿
河
町
三
井
八
郎
右
衛
門
方
へ
奉
公
文
久
3
：
鎌
吉
4
9
歳
･
は
る
5
2
歳
、
忰
源
次
郎
2
3
歳
死
亡
、
忰
勝
五
郎
1
6
歳
(
奉
公
中
）
元
治
2
：
鎌
吉
5
1
歳
・
は
る
5
4
歳
と
忰
勝
五
郎
1
8
歳
(
奉
公
住
）
明
治
2
：
鎌
吉
5
5
歳
・
は
る
6
0
歳
と
勝
五
郎
2
3
歳
（
奉
公
住
）
明
治
3
：
鎌
吉
5
6
歳
・
は
る
6
1
歳
と
忰
勝
五
郎
2
4
歳
（
奉
公
住
）
△
○ ○
○
【
別
表
1
】
孝
養
基
準
該
当
　
高
齢
者
有
配
偶
世
帯
安
4
日
雇
稼
安
政
4
：
名
前
人
松
五
郎
夫
婦
と
未
婚
の
忰
2
人
2
6
歳
1
5
歳
と
娘
4
人
2
9
歳
1
7
歳
1
1
歳
8
歳
文
久
1
：
文
久
1
ま
で
に
、
忰
2
5
歳
削
除
文
久
2
：
世
帯
構
成
変
化
な
し
文
久
3
：
世
帯
構
成
変
化
な
し
。
名
前
人
松
五
郎
5
7
歳
妻
5
3
歳
と
未
婚
の
忰
2
1
歳
と
未
婚
（
o
r
不
明
）
の
娘
4
人
3
5
歳
2
4
歳
1
7
歳
1
4
歳
元
治
2
：
世
帯
構
成
変
化
な
し
。
名
前
人
松
五
郎
5
9
歳
妻
5
5
歳
と
未
婚
の
忰
2
3
歳
と
娘
4
人
3
7
歳
2
6
歳
1
9
歳
1
6
歳
慶
応
3
：
世
帯
構
成
変
化
な
し
。
名
前
人
松
五
郎
6
1
歳
妻
5
7
歳
と
未
婚
の
忰
2
5
歳
未
婚
の
娘
3
9
歳
2
8
歳
2
1
歳
1
8
歳
明
治
2
：
明
治
2
ま
で
に
、
娘
3
9
歳
抹
消
、
娘
2
9
歳
が
武
蔵
国
多
磨
郡
青
梅
村
百
姓
重
兵
衛
方
へ
奉
公
住
、
娘
2
3
歳
が
上
総
国
山
辺
郡
荒
生
村
百
姓
八
郎
兵
衛
方
へ
奉
公
住
。
名
前
人
松
五
郎
夫
婦
と
忰
1
人
末
娘
1
人
の
4
人
世
帯
。
8
月
、
忰
2
8
歳
大
工
職
が
麹
町
1
1
丁
目
へ
別
宅
明
治
3
：
名
前
人
松
五
郎
6
4
歳
・
妻
6
0
歳
と
未
婚
の
娘
2
3
歳
の
3
人
世
帯
●
○
安
4
文
1
文
1
大
工
職
安
政
4
：
名
前
人
は
、
忰
松
五
郎
3
9
歳
。
妻
3
8
歳
と
の
間
に
未
婚
の
2
男
2
女
＋
父
・
惣
兵
衛
6
5
歳
の
拡
大
家
族
…
明
治
2
ま
で
調
査
対
象
該
当
せ
ず
。
松
五
郎
夫
婦
相
模
国
大
住
郡
須
賀
村
出
生
。
世
帯
ご
と
流
入
ｶ
文
久
1
：
文
久
1
中
、
惣
兵
衛
死
亡
、
娘
2
0
歳
縁
付
転
出
文
久
2
：
閏
8
月
娘
1
7
歳
死
亡
。
名
前
人
松
五
郎
4
3
歳
妻
3
2
歳
と
未
婚
の
忰
3
人
1
0
歳
8
歳
5
歳
文
久
3
：
名
前
人
松
五
郎
改
め
松
兵
衛
4
4
歳
妻
4
3
歳
と
未
婚
の
忰
3
人
1
1
歳
9
歳
6
歳
元
治
2
：
世
帯
構
成
変
化
な
し
。
名
前
人
松
兵
衛
4
6
歳
妻
4
5
歳
と
未
婚
の
忰
3
人
1
3
歳
1
0
歳
8
歳
慶
応
3
：
慶
応
3
ま
で
に
、
忰
8
歳
削
除
。
名
前
人
松
兵
衛
4
8
歳
妻
4
7
歳
と
忰
2
人
1
5
歳
1
2
歳
明
治
2
：
名
前
人
松
兵
衛
5
1
歳
妻
5
0
歳
と
忰
1
7
歳
1
5
歳
。
1
5
歳
国
太
郎
、
麹
町
5
丁
目
五
郎
兵
衛
方
へ
奉
公
中
。
明
治
3
：
世
帯
構
成
変
化
な
し
。
名
前
人
松
兵
衛
5
2
歳
妻
5
1
歳
と
忰
2
人
1
8
歳
、
1
6
歳
は
奉
公
中
*
酢
渡
世
安
政
4
：
名
前
人
は
、
忰
徳
次
郎
3
2
歳
。
徳
次
郎
と
忰
6
歳
＋
嘉
兵
衛
6
5
歳
か
ね
6
4
歳
と
娘
3
3
歳
文
久
1
：
徳
次
郎
3
6
歳
と
忰
1
0
歳
＋
嘉
兵
衛
6
9
歳
か
ね
6
8
歳
と
娘
3
3
歳
。
1
2
月
、
嘉
兵
衛
病
死
。
文
久
2
年
2
月
、
鮫
河
橋
へ
引
越
料
理
人
文
久
1
：
佐
吉
5
5
歳
･
た
き
5
1
歳
夫
婦
と
子
ど
も
3
人
（
忰
彦
次
郎
3
9
･
娘
と
く
3
5
・
き
せ
1
6
）
彦
次
郎
と
と
く
、
養
子
ｶ
文
久
3
：
文
久
4
年
2
月
、
日
雇
稼
為
吉
3
0
と
弟
岩
吉
1
9
が
同
居
転
入
元
治
2
：
元
治
2
ま
で
に
、
為
吉
兄
弟
の
続
柄
、
佐
吉
忰
に
変
更
。
佐
吉
5
9
歳
・
た
き
5
9
歳
と
子
ど
も
5
人
（
忰
彦
次
郎
4
3
・
と
く
3
8
･
き
せ
2
0
・
為
吉
3
2
・
岩
吉
1
9
）
慶
応
3
：
慶
応
3
ま
で
に
、
娘
と
く
･
忰
為
吉
、
抹
消
。
佐
吉
6
1
歳
･
た
き
6
1
歳
と
子
ど
も
3
人
(
彦
次
郎
4
5
･
き
せ
2
2
･
岩
吉
2
3
）
・
同
年
中
、
妻
た
き
死
亡
。
佐
吉
と
子
ど
も
3
人
世
帯
に
移
行
明
治
2
：
明
治
2
ま
で
に
、
佐
吉
世
帯
抹
消
安
4
伊
之
助
文
1
元
2
婿
江
戸
ま
つ
文
1
元
2
江
戸
清
助
文
1
文
3
忰
江
戸
そ
め
文
1
元
2
江
戸
多
十
郎
文
1
慶
2
忰
江
戸
つ
る
文
1
文
3
江
戸
忠
次
郎
文
1
文
2
忰
江
戸
き
よ
文
1
文
2
豊
島
郡
銀
蔵
文
1
元
2
娘
江
戸
は
る
文
1
文
3
豊
島
郡
米
吉
文
2
文
3
忰
橘
樹
郡
や
を
文
2
文
3
橘
樹
郡
金
次
郎
文
3
元
2
娘
江
戸
か
ね
文
3
明
2
江
戸
清
吉
安
4
明
3
娘
江
戸
み
き
安
4
明
3
江
戸
久
五
郎
元
2
明
3
婿
越
後
国
よ
の
元
2
慶
3
江
戸
冨
蔵
元
2
元
2
忰
江
戸
か
ね
元
2
元
2
江
戸
○
○ ○ ○
○
文
1
○
元
2
*
柄
巻
師
元
治
2
：
名
前
人
･
柄
巻
師
庄
次
郎
4
1
歳
(
婚
姻
経
験
不
明
）
と
妹
う
た
3
0
歳
＋
父
冨
蔵
6
5
歳
･
母
か
ね
6
3
歳
の
家
族
世
帯
慶
応
3
：
記
録
な
し
○
元
2
日
雇
稼
→
雑
菓
子
商
安
政
4
：
名
前
人
･
日
雇
稼
清
吉
4
1
歳
･
て
う
4
2
歳
と
二
人
の
娘
(
と
ら
2
1
･
と
り
4
)
＋
て
う
弟
辰
五
郎
3
8
歳
が
同
居
…
元
治
2
ま
で
調
査
対
象
該
当
せ
ず
文
久
2
：
名
前
人
･
日
雇
稼
清
吉
4
6
歳
･
て
う
4
7
歳
と
二
人
の
娘
(
と
ら
2
6
･
と
り
9
)
＋
て
う
弟
辰
五
郎
4
3
歳
が
同
居
■
居
住
階
層
、
地
借
に
変
更
元
治
2
：
名
前
人
･
日
雇
稼
清
吉
4
9
歳
･
て
う
5
0
歳
と
二
人
の
娘
(
と
ら
2
9
･
と
り
1
1
）
＋
て
う
弟
辰
五
郎
4
6
歳
が
同
居
慶
応
3
：
名
前
人
･
日
雇
稼
清
吉
5
1
歳
･
て
う
5
2
歳
と
二
人
の
娘
(
と
ら
3
1
･
と
り
1
3
）
＋
て
う
弟
辰
五
郎
4
9
歳
が
同
居
明
治
2
：
明
治
2
ま
で
に
、
娘
と
ら
、
て
う
弟
辰
五
郎
、
削
除
。
名
前
人
･
日
雇
稼
清
吉
5
4
歳
･
て
う
5
5
歳
と
娘
と
り
1
5
歳
の
家
族
世
帯
に
移
行
明
治
3
：
職
業
、
雑
菓
子
商
に
変
更
。
名
前
人
･
雑
菓
子
商
清
吉
5
5
歳
･
て
う
5
6
歳
と
娘
と
り
1
6
歳
の
家
族
世
帯
文
2
*
古
道
具
渡
世
文
久
2
：
5
月
、
塩
町
3
丁
目
か
ら
転
入
。
名
前
人
･
忰
･
古
道
具
渡
世
庄
助
3
7
歳
･
い
ま
3
3
歳
と
忰
6
歳
＋
父
米
吉
6
1
歳
･
母
や
を
5
4
歳
と
忰
(
弟
)
孫
四
郎
2
4
歳
の
多
家
族
世
帯
■
忰
を
除
く
5
人
の
出
生
地
橘
樹
郡
鳥
山
村
、
世
帯
ご
と
転
入
ｶ
■
8
月
、
庄
助
妻
い
ま
、
病
死
文
久
3
：
名
前
人
･
忰
･
古
道
具
渡
世
庄
助
3
8
歳
と
忰
7
歳
＋
父
米
吉
6
2
歳
･
母
や
を
5
4
歳
と
忰
(
弟
)
孫
四
郎
2
5
歳
の
多
家
族
世
帯
元
治
2
：
記
録
な
し
○○
文
1
日
雇
稼
文
久
1
：
銀
蔵
6
1
歳
･
は
る
5
9
歳
と
娘
1
人
と
み
の
家
族
世
帯
。
妻
は
る
･
娘
と
み
の
出
生
地
は
豊
島
郡
河
口
村
、
は
る
親
娘
と
再
婚
ｶ
文
久
3
：
銀
蔵
6
3
歳
･
は
る
6
1
歳
、
と
み
2
9
歳
。
同
年
中
、
は
る
死
亡
。
銀
蔵
と
と
み
の
父
子
世
帯
へ
移
行
元
治
2
：
銀
蔵
6
5
歳
と
娘
と
み
3
1
歳
の
父
子
世
帯
慶
応
3
：
慶
応
3
ま
で
に
、
銀
蔵
死
亡
。
名
前
人
･
死
失
銀
蔵
娘
賃
仕
事
営
と
み
3
3
歳
の
単
身
世
帯
明
治
2
:
明
治
2
ま
で
に
、
抹
消
○
○
*
古
道
具
屋
文
久
1
:
文
久
2
年
3
月
、
天
徳
寺
代
地
よ
り
引
越
転
入
■
名
前
人
･
忰
･
熊
太
郎
2
6
歳
と
妹
1
2
歳
＋
父
多
十
郎
5
5
歳
･
母
つ
る
5
5
歳
の
家
族
世
帯
文
久
3
：
名
前
人
･
忰
･
熊
次
郎
2
8
歳
と
妹
1
3
歳
＋
父
多
十
郎
5
7
歳
･
母
つ
る
5
7
歳
元
治
2
：
元
治
2
ま
で
に
、
母
つ
る
抹
消
。
名
前
人
･
忰
･
熊
次
郎
3
0
歳
と
妹
1
5
歳
＋
父
多
十
郎
5
9
歳
の
父
子
世
帯
へ
移
行
■
元
治
3
年
3
月
、
浅
草
寺
地
中
智
光
院
地
借
勘
蔵
店
喜
三
郎
方
へ
引
渡
転
出
○ ○
● ●
飴
売
→
賃
仕
事
文
久
3
：
文
久
4
年
3
月
、
麹
町
7
丁
目
よ
り
引
越
転
入
。
金
次
郎
5
4
歳
か
ね
5
5
歳
と
娘
3
人
（
2
1
･
1
8
･
1
5
）
元
治
2
:
金
次
郎
5
6
歳
･
ね
5
7
歳
と
娘
3
人
(
2
3
･
2
0
･
7
)
慶
応
3
：
慶
応
3
ま
で
に
、
金
次
郎
死
亡
。
名
前
人
･
金
次
郎
後
家
賃
仕
事
か
ね
5
8
歳
と
娘
3
人
(
2
5
･
2
2
･
1
9
)
の
母
子
世
帯
へ
移
行
明
治
2
：
名
前
人
･
金
次
郎
後
家
賃
仕
事
か
ね
6
1
歳
と
娘
3
人
(
2
7
･
2
4
･
2
1
)
の
母
子
世
帯
。
明
治
3
年
2
月
、
四
谷
坂
町
へ
転
出
豆
腐
渡
世
文
久
1
：
清
助
6
5
歳
･
そ
め
5
6
歳
＋
婚
姻
経
験
不
明
の
忰
松
五
郎
3
5
歳
の
親
子
世
帯
に
イ
ト
コ
か
ね
4
3
歳
が
同
居
文
久
3
：
清
助
6
7
歳
･
そ
め
5
8
歳
＋
忰
松
五
郎
3
7
歳
と
イ
ト
コ
4
5
歳
■
文
久
3
中
、
清
助
死
亡
、
忰
松
五
郎
が
名
前
人
就
任
名
前
人
･
忰
松
五
郎
3
7
歳
と
母
そ
め
5
8
歳
の
母
子
世
帯
に
イ
ト
コ
4
5
歳
が
同
居
に
移
行
元
治
2
：
元
治
2
ま
で
に
、
地
借
に
変
更
。
名
前
人
松
五
郎
3
9
歳
と
母
そ
め
6
0
歳
の
母
子
世
帯
に
イ
ト
コ
4
7
歳
が
同
居
■
6
月
、
神
田
鍛
冶
町
2
丁
目
へ
引
越
転
出
△ ○
○
○
○
○ ●
文
1
文
1
文
3
元
2
大
工
職
安
政
4
：
久
五
郎
4
4
歳
･
よ
の
3
2
歳
と
3
人
の
娘
。
文
久
2
年
2
月
転
出
元
治
2
：
3
月
、
再
転
入
。
久
五
郎
5
1
歳
･
よ
の
4
0
歳
と
4
人
の
娘
(
い
く
2
3
･
ひ
さ
2
0
･
は
な
1
2
･
た
か
1
1
)
慶
応
3
：
慶
応
3
ま
で
に
、
地
借
。
3
月
、
多
摩
郡
幡
ヶ
谷
村
百
姓
忰
金
之
助
2
4
歳
を
娘
い
く
2
5
歳
の
婿
養
子
取
久
五
郎
5
3
歳
･
よ
の
4
2
歳
＋
娘
3
人
（
ひ
さ
2
2
･
は
な
1
4
･
た
か
1
3
)
と
娘
い
く
婿
養
子
金
之
助
夫
婦
の
多
家
族
世
帯
明
治
2
：
明
治
2
ま
で
に
、
妻
よ
の
、
娘
ひ
さ
が
抹
消
。
孫
き
く
誕
生
。
久
五
郎
5
5
歳
と
2
人
の
娘
(
は
な
1
6
･
た
か
1
4
)
＋
婿
養
子
大
工
職
金
之
助
2
6
歳
･
い
く
2
7
歳
と
孫
3
歳
の
多
家
族
世
帯
。
孫
き
く
、
病
死
明
治
3
：
久
五
郎
5
6
歳
＋
2
人
の
娘
(
は
な
1
7
･
た
か
1
5
)
と
聟
養
子
･
大
工
職
金
之
助
2
7
歳
･
い
く
2
8
歳
夫
婦
の
多
家
族
世
帯
棒
手
振
文
久
1
：
9
月
、
四
谷
御
箪
笥
町
よ
り
引
越
転
入
。
忠
次
郎
7
3
歳
き
よ
6
0
歳
と
忰
人
辰
吉
3
0
歳
の
家
族
世
帯
文
久
2
：
文
久
2
ま
で
に
、
忰
辰
吉
に
名
前
人
委
譲
。
名
前
人
辰
吉
棒
手
振
3
1
才
と
父
忠
次
郎
7
4
歳
母
き
よ
6
1
歳
。
1
2
月
、
内
藤
新
宿
栄
次
郎
方
へ
同
居
転
出
（
居
住
期
間
、
1
5
ヶ
月
弱
）
文
1
*
日
雇
稼
文
久
1
：
名
前
人
･
日
雇
稼
治
平
4
0
歳
（
越
後
古
志
郡
川
崎
村
出
生
）
方
へ
、
1
1
月
中
に
嫁
入
し
た
娘
こ
う
2
9
歳
の
父
母
。
こ
う
姉
き
ん
3
1
歳
も
同
道
。
娘
婿
名
前
人
治
平
4
0
歳
･
妻
こ
う
2
9
歳
＋
こ
う
父
伊
之
助
5
9
歳
･
母
ま
つ
5
6
歳
と
娘
1
人
3
1
歳
の
多
家
族
世
帯
文
久
2
：
文
久
2
ま
で
に
、
治
平
忰
寿
賀
蔵
7
歳
が
転
入
、
同
忰
が
出
生
娘
婿
名
前
人
治
平
4
1
歳
･
妻
こ
う
3
0
歳
＋
子
ど
も
2
人
と
父
伊
之
助
6
0
歳
･
母
ま
つ
5
7
歳
＋
娘
3
2
歳
の
多
家
族
世
帯
元
治
2
：
伊
之
助
娘
き
ん
3
5
歳
、
渋
谷
宮
益
町
音
次
郎
妻
に
縁
付
転
出
。
娘
婿
名
前
人
治
平
4
4
歳
･
こ
う
3
3
歳
と
子
ど
も
2
人
（
忰
1
0
・
4
）
＋
父
伊
之
助
6
3
歳
･
母
ま
つ
6
0
歳
の
多
家
族
世
帯
慶
応
3
：
記
録
な
し
○
○
○
○
●
平
次
郎
元
2
元
2
忰
江
戸
と
わ
元
2
元
2
江
戸
宇
之
助
慶
3
明
3
忰
大
和
国
と
よ
慶
3
明
3
江
戸
大
村
円
石
明
2
明
3
忰
多
摩
郡
ほ
の
明
2
明
3
多
摩
郡
銘
之
助
明
2
明
3
忰
不
明
は
つ
明
2
明
3
相
模
国
●
○
○
明
2
*
小
切
渡
世
明
治
2
：
明
治
2
年
9
月
、
旧
幕
臣
大
屋
春
次
郎
家
来
･
東
次
郎
、
暇
取
り
転
入
。
小
切
渡
世
東
次
郎
2
9
歳
･
ひ
さ
2
5
歳
と
娘
3
歳
明
治
3
ま
で
に
、
東
次
郎
父
･
銘
之
助
と
母
は
つ
、
同
居
転
入
明
治
3
：
名
前
人
･
忰
小
切
渡
世
東
次
郎
3
0
歳
･
ひ
さ
2
6
歳
と
娘
4
歳
＋
父
銘
之
助
5
7
歳
･
母
は
つ
5
3
歳
元
2
日
雇
稼
元
治
2
：
6
月
2
6
日
、
忰
寅
吉
、
赤
坂
田
町
3
丁
目
幸
吉
地
借
亀
次
郎
召
仕
か
ら
別
宅
転
入
・
7
月
5
日
、
父
平
七
郎
・
母
と
わ
、
四
谷
伊
賀
町
七
右
衛
門
店
よ
り
、
寅
吉
方
へ
同
居
転
入
名
前
人
･
忰
日
雇
稼
寅
吉
2
3
歳
と
父
平
八
郎
6
8
歳
･
母
と
わ
5
3
歳
の
家
族
世
帯
慶
応
3
：
記
録
な
し
明
2
●
●
○
町
医
明
治
2
ま
で
に
転
入
明
治
2
：
名
前
人
･
町
医
者
大
村
円
石
5
0
歳
･
ほ
の
4
9
歳
と
子
ど
も
4
人
（
揉
療
治
･
駒
太
郎
2
4
･
丈
太
郎
1
6
･
与
三
郎
1
3
･
ま
ん
1
0
）
明
治
3
：
地
借
に
変
更
。
名
前
人
･
町
医
者
大
村
円
石
5
1
歳
･
ほ
の
5
0
歳
と
子
ど
も
4
人
○
日
雇
稼
慶
3
○
○
慶
応
3
：
慶
応
2
年
6
月
、
赤
坂
田
町
1
丁
目
よ
り
引
越
転
入
。
日
雇
稼
宇
之
助
4
9
歳
･
と
よ
5
3
歳
と
姪
た
か
2
7
歳
･
甥
熊
次
郎
1
8
歳
。
7
月
、
麻
布
南
日
が
窪
町
勝
助
娘
き
ん
1
2
歳
を
養
女
取
明
治
2
：
明
治
2
ま
で
に
、
甥
熊
次
郎
を
養
子
取
、
姪
･
養
女
は
抹
消
、
忰
政
次
郎
2
3
歳
が
転
入
。
日
雇
稼
宇
之
助
5
1
歳
･
と
よ
5
5
歳
と
忰
2
人
（
熊
次
郎
2
0
歳
･
政
次
郎
2
3
歳
）
明
治
3
：
忰
寅
吉
3
4
歳
、
転
入
。
日
雇
稼
宇
之
助
5
2
歳
･
と
よ
5
6
歳
と
忰
3
人
（
熊
次
郎
2
1
歳
･
政
次
郎
2
4
歳
･
寅
吉
3
4
歳
）
○
